
学校法人新渡戸文化学園（東京都中野区、理事長 平岩国泰）が第2回

「WORK DESIGN AWARD2022」＊（主催：株式会社SmartHR

本社：東京都港区、代表取締役CEO芹澤雅人）においてグランプリを受賞しました!!

●2022.11.10 審査員の方々と表彰式にて。
１段目写真中央右：学校法人新渡戸文化学園 理事長 平岩 国泰）
●1段目写真中央左：是枝裕和様、2段目写真右から：木梨憲武様、伊藤淳史様、
左端：株式会社SmartHR 代表取締役CEO 芹澤雅人様

『ダイバーシティ溢れる未来の学校づくり～二刀流教員×学外人材×旅する学校～』

『WORK DESIGN AWARD』とは：日本の「働きやすさ」を前に進めることを目的に、働き方をアップデートした取り組みを社会に広く伝
えていくためのアワードです。
第2回目の開催となる本年は、より多様な取り組みにスポットをあてたいと考え、出版物・映像作品・広告・SNSの発信など世の中に対し
て働き方にまつわる新たな気づきや前向きな影響を与えた作品・メッセージが対象の『コンテンツ部門』、働き方や取り組みにより世の
中に新たな気づきや前向きな影響を与えた人物が対象の『パーソン部門』を新たに開設しました。これらを含む全7部門に再構成し、柔
軟な勤務を認める新制度の導入、多様性に配慮した福利厚生の創設、昨今の「働く」をテーマにした映像作品・書籍など、日本社会全体
の「働きやすさ」を前に進める取り組みを幅広く募集しました。

受賞理由：教育現場の働きやすさの議論は長い間閉ざされた世界の中にありました。この新
渡戸文化学園の取り組みは、その状況に変化をもたらす意義ある大きな一歩になるのではな
いかということを審査員でディスカッションしました。二刀流教員、学外人材、旅する学校
という取り組みは、いずれも教育の現場と社会をつなぐものであり、その結果教員の働きが
いと働きやすさが実現するという創造的で時代の先を照らす先進的な問題解決です。こうし
た社会に対するインパクトの可能性もこの取り組みが評価された背景でした。この取り組み
がより多くの方に知られることで、他の教育現場への波及や教員の働きやすさ議論の活性化
が進展することを期待しています。(講評：武蔵野美術大学 教授 岩嵜 博論)
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